
Title 単極システムと双極システムにおける国際公共財の需給関係 :
クールノー均衡分析によるネオ・リアリズム解釈とその課題

Sub Title A theoretical analysis for supply-demand situation of international
public goods in uni-polar and bi-polar system : interpretation and
problems of neo-realism by Cournot equilibrium.

Author 石井, 貫太郎(Ishii, Kantaro)
Publisher 慶應義塾大学法学研究会

Publication
year

2011

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.84, No.1 (2011. 1) ,p.259- 278 

JaLC DOI
Abstract
Notes 田中俊郎教授退職記念号
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-20110128-0259

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


単
極
シ
ス
テ
ム
と
双
極
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

国
際
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共
財
の
需
給
関
係

｜
｜
ク
l
ル
ノ
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分
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る
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
解
釈
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1) 

問
題
の
所
在
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（

1）
 

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
形
態
と
「
国
際
公
共
財
（
Z
R
B塁
。
ロ
包

2
2。
g
H
E
v－－のの
g
e）
」
の
需
給
関
係
と
の

論
理
的
な
関
連
性
を
「
ク
l
ル
ノ

l
均
衡
（
の

2
5
2
開
宮
臣
官
Z
B）
」
の
手
法
を
使
っ
て
モ
デ
リ
ン
グ
し
、
そ
の
枠
組
を
用
い
て

（

1
）
 

「
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
（

Zgl同
g－
町
田
）
」
の
国
際
政
治
理
論
を
解
釈
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
動

態
を
生
み
出
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
国
際
公
共
財
の
需
給
関
係
が
密
接
な
関
連
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
均
衡
が
国
際
シ
ス
テ
ム
を
安
定
化

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
存
在
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
「
単
極
シ
ス
テ
ム

で
「
双
極
シ
ス
テ
ム
（
回

FIE－R
ω
3
Z
B）
」
に
お
け
る
二
つ
の
超
大
国
に
よ
る
需
給
構
造
に
つ
い
て
モ
デ
リ
ン
グ
し
た
上
で
、
両

（

2
）
 

者
を
比
較
検
討
す
る
。

な
お
、
議
論
の
前
提
と
し
て
、
こ
こ
で
は
特
に
断
り
が
な
い
限
り
国
際
公
共
財
の
供
給
国
お
よ
び
需
要
因
の
い
ず
れ
の
設
備
や
技

術
も
変
化
し
な
い
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
議
論
は
原
則
と
し
て
短
期
分
析
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
的
に
望
ま
し
い
国
際

公
共
財
の
供
給
水
準
そ
れ
自
体
を
論
ず
る
こ
と
も
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
（
い
わ
ゆ
る
「
パ
レ
l
ト
効
率
（
3
8
Z開
B
a
g
q）
」
を
め

ぐ
る
議
論
）
。
ま
た
、
こ
こ
で
ク
l
ル
ノ

l
均
衡
の
手
法
を
用
い
る
理
由
は
、
第
一
に
本
稿
で
想
定
し
て
い
る
国
際
関
係
に
お
け
る

国
際
公
共
財
の
供
給
活
動
が
「
非
協
力
ゲ
l
ム
（

z
gーの
g宮
g
t
s
の
m
g
o）
」
で
あ
り
、
か
つ
基
本
的
に
相
手
の
戦
略
が
前
も
つ

（
辺
自
己

gz。
g
の
mwgo
）
」
で
あ
る
た
め
、
そ
の
最
適
戦
略
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
「
ナ
ッ
シ
ユ

（ロ巳
l
g
E円
ω
3
Z
B）
」
に
お
け
る
国
際
公
共
財
の
需
給
構
造
を
モ
デ
リ
ン
グ
し
、
次
い

て
分
か
ら
な
い
「
同
時
ゲ
l
ム

解
（
Z
S
F
m。
E
昨
日
。
ロ
）
」
が
モ
デ
ル
の
均
衡
値
と
な
る
か
ら
で
あ
る
（
シ
ユ
タ
ッ
ケ
ル
ベ
ル
グ
均
衡
（

ω
g会
巴
宮
花
開
宮
E
V江口自）

で
は
な
い
）
。
ま
た
第
二
に
は
、
国
際
関
係
に
お
け
る
国
際
公
共
財
の
需
給
関
係
に
関
わ
る
戦
略
変
数
は
供
給
量
日
生
産
量
と
な
る



可
能
性
が
大
き
く
、
需
要
主
体
で
あ
る
諸
国
家
は
供
給
主
体
で
あ
る
大
国
に
対
し
て
相
対
的
に
弱
体
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
「
忠
誠

（

3
）
 

度
H
価
格
（
後
述
）
」
と
な
る
可
能
性
が
低
い
か
ら
で
あ
る
（
ベ
ル
ト
ラ
ン
均
衡
（
回

0
2
5
E
開
告
白
号
江
口
自
）
で
は
な
い
）
。

（

2）
 

単極システムと双極システムにおける国際公共財の需給関係

分
析
的
枠
組

ま
ず
、
本
稿
の
議
論
を
明
確
に
す
る
た
め
、
左
記
六
つ
の
概
念
を
以
下
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

①
国
際
シ
ス
テ
ム
の
動
態
と
安
定

国
際
社
会
は
多
数
の
国
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
構
成
国
間
の
「
外
交
政
策
（
司

R
a
mロ同
Mo
－－Q
）
」
に
よ
っ
て
動
態
す
る
「
社
会

シ
ス
テ
ム

ass－ω
3
Z
B）
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
国
際
シ
ス
テ
ム
（
F
Z
B巳

zs－∞可
a
o
B）
」
と
呼
ぶ
。

②
 

国
際
関
係
に
お
け
る
「
非
排
除
性
（

Z
S
l何一見
z
a
S
5
8）
」
と
「
非
競
合
性
（

Z
S
l
E
g
z
o
g）
」
の
双
方
ま
た
は
そ
の
い
ず

（

4
）
 

れ
か
一
方
の
性
格
を
有
す
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
国
際
公
共
財
と
呼
ぶ
。
一
般
的
に
は
、
他
国
に
比
し
て
軍
事
力
、
経
済
力
、
政
治
力
、

文
化
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
な
ど
の
資
源
占
有
力
の
優
越
性
を
有
す
る
大
国
が
、
他
国
に
対
し
て
供
給
す
る
国
際
秩
序
の
た
め
の

諸
資
源
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
地
球
環
境
や
世
界
平
和
、
公
正
な
通
商
関
係
、
国
際
的
な
交
通
網
な
ど
、
そ
の
便
益
が
全
世

界
の
人
類
や
複
数
の
国
や
地
域
に
所
属
す
る
人
々
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
物
的
・
人

的
な
資
源
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際
法
や
国
際
機
関
な
ど
、
開
発
の
た
め
の
経
済
援
助
、
通
商
関
係
の
統
括
、
国
際
平
和
の
た
め

の
安
全
保
障
、
国
際
協
力
の
た
め
の
各
種
の
「
レ
ジ
ー
ム
（
問
。

mgoこ
の
よ
う
に
国
際
公
共
財
を
供
給
す
る
制
度
的
枠
組
お
よ
び

（

5
）
 

そ
の
形
成
力
も
国
際
公
共
財
と
い
う
概
念
に
含
む
場
合
が
多
い
。
本
稿
の
議
論
で
は
、
特
に
前
提
と
し
て
断
り
が
な
い
限
り
、
原
則

と
し
て
国
際
公
共
財
を
純
粋
国
際
公
共
財
だ
け
で
は
な
く
準
国
際
公
共
財
の
意
味
を
も
含
む
融
通
を
利
か
せ
た
概
念
と
し
て
用
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
事
例
の
ど
れ
を
ど
の
公
共
財
の
種
類
に
分
類
す
る
か
を
論
ず
る
の
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
は
ど

国
際
公
共
財

261 



ち
ら
か
と
い
え
ば
「
制
度
的
」
な
要
素
よ
り
も
、
よ
り
「
具
体
的
か
つ
物
的
・
人
的
」
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
意
味
す
る
概
念
と
し
て
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理
解
す
る
。

③ 

国
際
公
共
財
の
供
給

こ
う
し
た
国
際
公
共
財
は
、
特
定
の
供
給
国
の
利
益
を
越
え
た
い
わ
ゆ
る
「
正
の
外
部
性
（

E
g阿
見

2
5
E
q）
」
が
大
き
い
が

（

6
）
 

ゆ
え
に
、
市
場
シ
ス
テ
ム
に
任
せ
て
は
過
小
供
給
に
な
り
が
ち
と
な
る
。
ま
た
、
国
際
公
共
財
を
供
給
で
き
る
よ
う
な
強
力
な
国
力

を
有
す
る
国
は
限
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
供
給
に
対
す
る
意
思
と
能
力
を
有
す
る
大
国
に
よ
る
供
給
活
動
が
必
要
と
な
る
。

な
お
、
ど
の
程
度
の
量
の
国
際
公
共
財
を
提
供
す
る
か
お
よ
び
ど
の
程
度
の
忠
誠
度
（
後
述
）
を
要
請
す
る
か
は
供
給
国
に
決
定
権

が
あ
る
。
経
済
学
的
に
い
え
ば
、
国
際
公
共
財
の
「
生
産
量
（
早
。
含
♀
ω
）
」
に
相
当
す
る
。

④
国
際
公
共
財
の
需
要

国
際
公
共
財
の
需
要
因
が
、
供
給
国
を
外
交
政
策
に
よ
っ
て
支
持
す
る
度
合
い
を
「
忠
誠
度
（

uazゆ
え
F
ミ
色
々
）
」
と
呼
ぶ
。

経
済
学
的
に
い
え
ば
、
国
際
公
共
財

1
単
位
を
獲
得
す
る
の
に
必
要
な
「
価
格
（
司
ユ
8
）
」
に
相
当
す
る
。
需
要
因
の
要
請
に
応
え

る
国
際
公
共
財
の
供
給
を
成
し
得
る
大
国
ほ
ど
よ
り
多
く
の
諸
国
の
支
持
を
獲
得
で
き
る
が
、
ど
の
程
度
の
忠
誠
度
を
要
請
す
る
か

は
供
給
国
に
決
定
権
が
あ
る

D

⑤
単
極
シ
ス
テ
ム

国
際
公
共
財
が
他
国
を
圧
倒
す
る
力
を
持
っ
た
単
一
の
超
大
国
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
国
際
シ
ス
テ
ム
の
状
況
を
単
極
シ
ス
テ
ム

と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
、
国
際
政
治
学
的
に
い
え
ば
単
一
の
超
大
国
に
よ
る
覇
権
体
制
と
同
義
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
同
時
に
、

経
済
学
的
に
い
え
ば
「
独
占
市
場
（
冨

8
8己
可
冨

R
Z件
）
」
に
相
当
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

⑥
 
双
極
シ
ス
テ
ム

国
際
公
共
財
が
他
国
を
圧
倒
す
る
力
を
持
っ
た
二
つ
の
超
大
国
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
国
際
シ
ス
テ
ム
の
状
況
を
双
極
シ
ス
テ
ム



と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
、
国
際
政
治
学
的
に
い
え
ば
二
大
国
に
よ
る
「
冷
戦
体
制
（
の
。
E
当
R
ω
3
Z
S）
」
と
同
義
と
考
え
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
、
同
時
に
、
経
済
学
的
に
い
え
ば
「
寡
占
市
場
（
。
回
想
宮
守
冨

R
－S）
」
の
形
態
の
一
種
と
し
て
の
「
複
占
市
場
己
中

。
吉
田
吋
冨
常
宮
件
）
」
に
相
当
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
し
て
、
左
記
の
三
つ
の
仮
定
を
設
置
す
る
。

単極システムと双極システムにおける国際公共財の需給関係

（

a）
国
際
シ
ス
テ
ム
は
、
国
際
公
共
財
を
供
給
す
る
意
思
と
能
力
を
有
す
る
単
一
ま
た
は
少
数
の
大
国
と
、
国
際
公
共
財
を
供
給

で
き
る
能
力
を
持
た
ず
、
こ
れ
に
対
す
る
需
要
を
有
し
、
そ
の
便
益
を
享
受
す
る
多
数
の
諸
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（

b
）
国
際
公
共
財
の
需
要
因
は
供
給
国
に
対
し
、
そ
の
供
給
量
に
応
じ
て
外
交
政
策
を
通
じ
た
忠
誠
度
を
示
す
。
需
要
因
は
で
き

る
だ
け
少
な
い
忠
誠
度
で
国
際
公
共
財
を
供
給
し
て
く
れ
る
大
国
か
ら
そ
れ
を
獲
得
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
。
ま
た
、
国
際
公
共
財

の
供
給
国
は
需
要
因
に
対
し
、
そ
の
忠
誠
度
に
応
じ
て
国
際
公
共
財
の
供
給
量
を
決
定
す
る
。
供
給
国
は
で
き
る
だ
け
多
数
の
諸
国

か
ら
可
能
な
限
り
多
く
の
忠
誠
心
を
獲
得
す
る
た
め
に
自
己
の
利
益
を
最
大
化
さ
せ
る
よ
う
に
行
動
す
る
（
い
わ
ゆ
る
合
理
的
行
為

者
モ
デ
ル
）
。

（

c）
国
際
シ
ス
テ
ム
は
、
国
際
公
共
財
の
需
要
に
応
じ
て
ス
ム
ー
ズ
な
供
給
が
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
安
定
し
、
そ
れ
が
停
滞
す

る
場
合
に
不
安
定
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
国
際
公
共
財
の
需
給
関
係
が
均
衡
し
て
い
る
時
に
安
定
し
、
そ
れ
が
不
均
衡
に
な
る
と

不
安
定
と
な
る
。
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単
極
シ
ス
テ
ム
の
動
態
と
安
定
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2 

い
わ
ゆ
る
覇
権
国
に
よ
る
国
際
関
係
の
統
括
、
す
な
わ
ち
覇
権
体
制
に
該
当
す
る
国
際
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
国
際
公
共
財
は
単
一
の
超
大
国
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
。
ま
た
、
他
国
は
そ
の
超
大
国
か
ら
国
際
公
共
財
を

供
給
さ
れ
、
当
該
国
に
対
し
て
外
交
政
策
上
の
支
持
を
与
え
て
忠
誠
心
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
超
大
国
は
、
自
己
の
利
益
で
あ
る

他
国
の
忠
誠
度
が
最
大
に
な
る
ま
で
国
際
公
共
財
を
供
給
し
、
そ
れ
が
当
該
国
の
需
要
と
一
致
す
る
点
が
最
適
な
忠
誠
心
の
度
合
い

と
な
る
（
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
用
語
で
い
え
ば
独
占
市
場
に
お
け
る
均
衡
値
で
あ
る
）
。
ま
た
、
こ
う
し
た
論
理
を
国
際
政
治
理
論
の
文
脈

か
ら
考
え
る
と
、
い
わ
ゆ
る
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
ま
た
は
「
国
際
政
治
経
済
学
（

H
E
R
s
z
g
m己
vo

－－z
s
z
w
S
S
E－
」
の
議
論

の
一
種
に
分
類
さ
れ
る
ロ
バ

l
ト
・
ギ
ル
ピ
ン
（
同
$
0
1
2
6
E）
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
「
覇
権
安
定
論
（
図
。

moss宵
ω
g
v庄
司

（

7
）
 

、ロ
5
2可
）
」
に
該
当
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
単
極
シ
ス
テ
ム
と
は
、

数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
定
式
化

正
確
を
期
す
た
め
に
、
以
上
の
論
理
を
定
式
化
し
て
お
く
。
こ
こ
で
、
国
際
公
共
財
の
供
給
量
を
S
、
国
際
公
共
財
1
単
位
を
獲

（

1
）
 

得
す
る
た
め
に
必
要
な
需
要
因
の
忠
誠
度
を
L
、
C
を
総
費
用
、

R
を
総
収
入
、

ー
を
利
潤
と
す
る
と
、

∞
H
∞
（
戸
）

F
H
F（
ω）

 

の
関
数
お
よ
び
逆
関
数
を
得
る
。
ま
た
、
利
潤
は
総
収
入
か
ら
総
費
用
を
差
し
引
い
た
も
の
で
あ
る
た
め
、



ω円、ーの（
ω）H
H

と
な
る
。
こ
こ
で
、

ω
F
H
同（
ω）
ま
た
は
戸
（
ω）ω
で
あ
る
た
め
、

同（
ω）ーの（
ω）H
H

単極システムと双極システムにおける国際公共財の需給関係

ゆ
え
に
、

I
の
最
大
化
条
件
は
、
上
記
を
S
に
つ
い
て
微
分
し
て

O
と
お
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

~I~ 

創易

制R

（

N
l
H）
 

h

向。

ゆ
え
に
、
司
を
限
界
収
入
M
R
、
ー
を
艮
界
費
用
M
C
と
表
記
す
れ
ば
、
（
N
l
H
）
式
は
富
岡
ー
言
H
O
と
な
り
、

8

a

f

 

冨－
N
H
冨ハリ

（

N
l
N）
 

を
得
る
。
な
お
、
こ
こ
で
限
界
費
用
と
は
、
国
際
公
共
財
の
供
給
量
を
1
単
位
増
加
さ
せ
る
の
に
必
要
な
忠
誠
心
の
量
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
供
給
量
が
少
な
け
れ
ば
限
界
費
用
は
大
き
く
な
り
、
そ
れ
が
大
き
け
れ
ば
「
規
模
の
経
済
（
ω
S
Z
冨
2
昨
）
」
が
機
能
し

て
小
さ
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
限
界
費
用
曲
線
は
、
事
実
上
の
供
給
曲
線
と
な
る
。
つ
ま
り
、
単
極
シ
ス
テ
ム
型
の
国
際
関
係
に

お
け
る
支
配
者
で
あ
る
覇
権
国
の
利
潤
最
大
化
条
件
は
、
限
界
収
入
（
曲
線
）
と
限
界
費
用
（
曲
線
）
が
等
し
い
点
（
交
点
）
と
な

265 



る
（
①
）
。

法学研究84巻 1号（2011: 1) 

266 

ま
た
、
限
界
収
入
曲
線
を
求
め
る
に
は
、
総
収
入
関
数
同
H
F（
ω）ω
を
S
に
つ
い
て
微
分
す
れ
ば
良
い
。

m
m
H
F（
ω
）
＋
紳
・

ω
H
富
岡

（

N
l
ω
）
 

こ
こ
で
、
納
八
O

お
よ
び
忘
）
八
O

で
あ
る
た
め
、
上
記
は

S
に
関
す
る
減
少
関
数
と
な
り
、
こ
の

S
と
L
の
ト
レ
ー
ド
・
オ

フ
関
係
か
ら
右
下
が
り
の
曲
線
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

図
解
に
よ
る
定
式
化

図
1
は
、
縦
軸
に
国
際
公
共
財
1
単
位
あ
た
り
の
獲
得
に
必
要
な
利
潤
最
大
の
忠
誠
度
L
、
横
軸
に
利
潤
最
大
の
供
給
量
S
を
と

（

2）
 

り
、
需
要
曲
線
D
D
、
限
界
費
用
曲
線
M
C
、
限
界
収
入
曲
線
M
R
を
描
き
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

M
R
が
M
C
と
交
差
す
る
点
に

対
応
す
る

D
D
上
の
点

k
f
p
w
p）
が
、
覇
権
国
が
利
潤
を
最
大
化
さ
せ
る
供
給
量
お
よ
び
そ
れ
に
対
応
し
て
覇
権
国
が
各
国
に
要

請
す
る
忠
誠
度
を
表
し
て
い
る
（
い
わ
ゆ
る
「
ク
l
ル
ノ

l
の
点
（
わ
。
己
自
己
ぽ
司
S
E）
」
）
。
以
上
、

い
ず
れ
も
標
準
的
な
経
済
学
の

テ
キ
ス
ト
で
よ
く
見
慣
れ
た
独
占
市
場
の
構
図
で
あ
る
。

今
こ
こ
で
、
仮
に
過
去
の
歴
史
的
経
験
の
学
習
的
産
物
と
し
て
限
界
費
用
曲
線
富
。
M

が
富
。
N

（
増
加
）
ま
た
は
冨
わ
ω

（減少）

へ
と
シ
フ
ト
し
た
場
合
に
は
、
上
記
の
点
K
F
M

が
そ
れ
ぞ
れ
K
F
N

ま
た
は
〉
ω

へ
と
移
動
す
る
た
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
少
は

P
ま

た
は

g
へ
、
「
も
「
ま
た
は

r
へ
と
変
化
す
る
。
前
者
で
は
忠
誠
度
は
増
大
し
、
供
給
量
は
減
少
す
る
。
こ
れ
は
、
供
給
国
の
利

益
を
増
大
さ
せ
る
が
、
需
要
因
に
不
利
と
な
り
、
そ
の
不
満
を
増
大
さ
せ
る
。
ま
た
、
後
者
の
場
合
に
は
忠
誠
度
は
減
少
す
る
が
、



単極システムと双極システムにおける国際公共財の需給関係

F
U
 

l
M
 

C
 

G

M

 

M

／

1
u
ノ’

／

S

j

 

y
A
一

／

ノ

S

F

／

，

J

ヘ

）

A
司

一

ノ

’

＼

／

s

～

一

一

〆

一

／

，

九

三

一

一

一

単極システムにおける国際公共財の需給関係図1

L 

DD 

MR 

供
給
量
は
増
大
す
る
。
こ
れ
は
逆
に
、
需
要
因
の
利
益
を
増

大
さ
せ
る
が
供
給
国
に
不
利
と
な
り
、
そ
の
不
満
を
増
大
さ

M
C
の
増
減
の
い
ず
れ
も
が
需
給
両
国

s 

せ
る
。
す
な
わ
ち
、

の
そ
れ
ぞ
れ
に
不
満
を
増
大
さ
せ
る
要
素
と
な
り
、
し
た
が

っ
て
、
シ
ス
テ
ム
の
不
安
定
化
を
招
く
。
こ
の
点
に
お
い
て
、

単
極
シ
ス
テ
ム
は
後
述
す
る
双
極
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
比
較

S3 

的
不
安
定
な
国
際
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
い
え
よ
う
（
次
章
参

照）。

81 

な
お
、
上
記
（
N
1
ω

）
式
を

Sz 

品
、
∞

富
岡
H
F
（
同
＋
｜
－
ー
）

礼
的
問
、

礼的

ω

に
変
形
し
た
後
、
。
H

i

l
－
－
を
忠
誠
度
の
弾
力
性
と
し

品
、
問
、

て
上
記
に
代
入
し
て
宮
間
H
F
Q
l
同
）
と
し
た
上
で
、
さ

。

］
｛
 

ら
に
冨
岡

H
gの
を
代
入
し
て
l
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、

。

。｜ド4

r4 

r41号

（

N
｜
品
）
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を
得
る
。
こ
の
値
が
大
き
い
ほ
ど
、
覇
権
国
の
国
際
シ
ス
テ
ム
支
配
度
が
増
大
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
需
要
の
価
格
弾
力
性
の
逆
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数
H

い
わ
ゆ
る
「
ラ
l
ナ
l
の
独
占
度
（

Z
3
2
．ωロ
o
m
Bゆ
え
富
。
ロ
。
宮
】
可
）
」
）
。

加
え
て
、
国
際
公
共
財
の
供
給
活
動
は
「
初
期
費
用
（

H
E
E－
n
g同
）
」
が
甚
大
で
あ
り
、
「
埋
没
費
用
（
∞
信
長
。
。
卑
）
」
が
大
き

く
な
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
そ
の
参
入
障
壁
の
高
さ
か
ら
国
際
関
係
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る
「
自
然
独
占
（
Z
巳
日
巳
宮

8
0
3，

q
）
」
と
し
て
の
覇
権
体
制
を
導
出
し
や
す
く
な
る
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
覇
権
国
の
外
交
関
係
や
国
際
世
論
な

ど
の
圧
力
に
よ
っ
て
そ
れ
が
緩
和
さ
れ
れ
ば
要
請
さ
れ
る
忠
誠
度
は
適
当
な
量
に
維
持
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
い
わ
ゆ
る
「
競
争

可
能
性
（
コ
ン
テ
ス
タ
ピ
リ
テ
ィ
一
わ
g
g
ω
E
v－－－
q
）
」
が
機
能
す
る
期
待
が
持
て
る
。
ま
た
、
現
実
の
国
際
関
係
に
お
い
て
は
、

単
極
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
覇
権
国
に
よ
る
国
際
公
共
財
の
供
給
は
、
そ
の
継
続
に
よ
る
負
担
が
事
実
上
覇
権
国
の
獲
得
す
る
利
益
に

相
当
な
圧
力
を
か
け
る
状
態
と
な
っ
た
後
に
も
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
コ
ル
ド
効
果
（
わ

8
8
a
思
P
2）
」
に
よ
っ
て
一
定
期
間
は
硬

（

8
）
 

直
性
を
有
し
、
持
続
す
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
国
際
公
共
財
の
供
給
を
停
止
す
る
こ
と
は
覇
権
固
と
し
て
の
存
立
基
盤
た

る
活
動
の
「
失
敗
」
を
公
式
に
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
そ
こ
で
は
政
策
決
定
要
素
と
し
て
「
経
済
の
論
理
（

F£
甘
え
開

8
5宮司）」

を
超
え
た
「
政
治
の
論
理
（
戸
。
色
。
。
片
岡
よ
－
E
g）
」
が
強
く
作
用
す
る
か
ら
で
あ
る
（
「
非
合
理
的
（
Z
8
1
何
色
。

5
5」
ま
た
は
「
非

市
場
的
（
Z
S
l冨
m
肖

E
S
E
σ
）
」
な
活
動
の
可
能
性
）
。

3 

双
極
シ
ス
テ
ム
の
動
態
と
安
定

次
に
、
双
極
シ
ス
テ
ム
と
は
、
二
つ
の
超
大
国
に
よ
る
国
際
関
係
の
統
括
、
す
な
わ
ち
冷
戦
体
制
に
該
当
す
る
国
際
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
国
際
公
共
財
は
二
つ
の
超
大
国
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
。
ま
た
、
他
国
は
こ
れ
ら
の
超
大
国
の
い
ず
れ
か
一
方

よ
り
国
際
公
共
財
を
供
給
さ
れ
、
当
該
国
に
対
し
て
外
交
政
策
上
の
支
持
を
与
え
て
忠
誠
心
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
両
超
大
国
は
、



各
自
の
利
益
で
あ
る
他
国
の
忠
誠
度
が
最
大
に
な
る
ま
で
国
際
公
共
財
を
供
給
し
、
そ
れ
が
他
国
の
需
要
と
一
致
す
る
点
が
最
適
な

忠
誠
心
の
度
合
い
と
な
る
（
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
用
語
で
言
え
ば
「
複
占
市
場
」
に
お
け
る
均
衡
値
で
あ
る
）
。
ま
た
、
こ
う
し
た
論
理
を

国
際
政
治
理
論
の
文
脈
か
ら
考
え
る
と
、
そ
れ
が
非
協
力
的
な
双
極
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
ケ
ネ
ス
・
ウ
ォ
ル
ツ
（
同

g
s
s
z・

4

司
包
冒
）
に
代
表
さ
れ
る
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
ま
た
は
「
構
造
的
リ
ア
リ
ズ
ム
（
留

2
2
5巳
問
。
色
町
田
）
」
の
双
極
構
造
の
議
論
に

相
当
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
協
力
的
な
双
極
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
ロ
バ

1
ト
・
コ
ヘ
イ
ン

に
代
表
さ
れ
る
「
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

（問。
σ。2
0・問。。
F
m
ロ⑦）

単極システムと双極システムにおける国際公共財の需給関係

（
zgiピ
Vos
－－ω自
）
」
ま
た
は
「
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
制
度
主
義
（

Z
gーピ
Z
S己
g
t・

（

9
）
 

z
t
g色
町
田
）
」
の
国
際
協
調
（

H
E
2
5
z。
s－n。
。
宮

gtoロ
）
の
議
論
に
該
当
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
こ
こ
で
は
冷
戦
体
制
の
よ
う
な
非
協
力
ゲ
l
ム
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
前
者
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
論
じ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

数
理
モ
デ
ル
に
よ
る
定
式
化

正
確
を
期
す
た
め
に
、
以
上
の
議
論
を
定
式
化
し
て
お
く
。
重
ね
て
い
う
が
、
こ
こ
で
は
両
国
が
非
協
力
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
冷
戦
体
制
H
複
占
を
念
頭
に
置
い
た
理
論
化
を
試
行
す
る
。
ま
ず
、

A
国
の
費
用
曲
線
わ
H
K
F少、

B
国
の
費
用
曲
線
。
H

∞∞
N、

市
場
の
需
要
曲
線
U
H回
l
k
F（
ω
同＋
ωN）
と
す
る
と
、
両
国
の
利
潤
は
以
下
の
よ
う
に
表
記
で
き
る
。

（

1）
 

A
国
の
利
潤
一

F
H
（回

l
k
p（∞
H＋伊））
ω
同l
k
p
ω
H

B
国
の
利
潤
一
回
N
H
（回

l
k
F（ωH
＋
伊
）
）
伊
l
〉
ωN

た
だ
し
、
こ
こ
で
は
戦
略
的
要
素
を
加
味
し
な
い
均
衡
分
析
で
あ
る
た
め
、

ωH
お
よ
び
少
は
そ
れ
ぞ
れ
の
式
で
定
数
と
な
っ
て
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い
る
。



法学研究84巻 l号（2011: 1) 

針与制か
す
な
わ
ち
、

A
国
は
B
国
が
供
給
量
を
増
加
さ
せ
な
い
と
仮
定
す
る
と
と
も
に
、

す
る
（
い
わ
ゆ
る
「
ク
l
ル
ノ
l
の
仮
定
（
。
。
ロ

B
♀
ぱ

krgロ
S
Z
Eロ
）
」
）
。
し
た
が
っ
て
、
最
大
化
条
件
は
、
－
H

を
少
で
微
分
す
る

B
国
も
A
国
が
そ
れ
を
増
加
さ
せ
な
い
と
仮
定

と
と
も
に
、
「
を
伊
で
微
分
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
。

例ト倒酔
'@ '@ 
｜｜  

〉〉

｜｜  

〉〉

!:fJ 伝
一』－ ..... 

~ + 
伊伊

｜｜｜｜ 
0 0 

上
記
（
ω
l
H
）
お
よ
び
（
ω
l
N
）
両
式
を
整
理
し
て
反
応
関
数
を
求
め
る
と
、

!f ~完
~ + 
!P !P 
｜｜｜｜ 

阿国＞Ia:i 
I I 

トー トー
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（

ω
l
H）
 

（

ω
l
N）
 

と
な
る
。
こ
れ
が
A
国
お
よ
び
B
国
そ
れ
ぞ
れ
の
最
大
化
条
件
で
あ
る
。
ま
た
、
上
記
連
立
方
程
式
を
解
き
、



］
｛
回

ω
H
H
l（
l
l
H）

 

ω
k
p
 

（

ωiω
）
 

］
戸
田

ω
N
H
l
（｜

l
H）

 

ω
k
r
 

（

ω
l恥
）

を円、
H
回

l
k
F（ωH
＋
伊
）
に
代
入
す
る
と
、

単極システムと双極システムにおける国際公共財の需給関係

］

戸

田

］

｛

回

F
H回
l
k
F（｜（
l
l
H）＋

l
（｜

l
H）

ω

K

F

ω

k

p

 

H
回

l
h
l
（回

l
k
p）

ωkr 

（

ω！
日
）

（ωlω
）（
ωム
）
（
ω
l
m）
が
均
衡
条
件
と
な
る
（
い
わ
ゆ
る
「
ク
l
ル
ノ
l
解
（
わ
2
5
2
ω
♀

E
Eロ）」）。

と
な
り
、
こ
の

つ
ま
り
、

双
極
シ
ス
テ
ム
型
の
国
際
関
係
に
お
け
る
支
配
者
で
あ
る
超
大
国
の
利
潤
最
大
化
条
件
は
、
単
極
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
覇
権
固
と
同

様
に
し
て
、
や
は
り
限
界
収
入
（
曲
線
）
と
限
界
費
用
（
曲
線
）
が
一
致
す
る
点
（
交
点
）
と
な
る
。

（

2）
 

図
解
に
よ
る
定
式
化

図
2
は
、
縦
軸
に
国
際
公
共
財
1
単
位
あ
た
り
の
獲
得
に
必
要
な
利
潤
最
大
の
忠
誠
度
L
、
横
軸
に
国
際
公
共
財
の
供
給
量
S
を

と
り
、

A
国
が
要
請
す
る
忠
誠
度
の
変
化
に

B
国
が
無
反
応
な
需
要
曲
線
d
d
、
A
国
が
要
請
す
る
忠
誠
度
の
変
化
に
B
国
が
反
応

す
る
需
要
曲
線
D
D
、
限
界
費
用
曲
線
M
C、
限
界
収
入
曲
線
M
R
を
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
図
1
と
同
様
に
し
て
、
標
準
的

271 

な
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
テ
キ
ス
ト
で
よ
く
見
慣
れ
た
寡
占
市
場
の
構
図
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

A
点
を
境
と
し
て
、
左
方
d
d
は
一
方
の
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双極システムにおける国際公共財の需給関係図2

L 

超
大
国
の
忠
誠
度
の
要
請
に
他
方
の
超
大
国
が
追
随
し
な
い

272 

時
の
前
者
の
需
要
曲
線
で
あ
り
、
右
方
D
D
は
追
随
す
る
場

s 

合
の
そ
れ
で
あ
る
。
需
要
の
反
応
は
左
方
で
は
大
き
く
（
傾

き
小
）
、
右
方
で
は
小
さ
い
（
傾
き
大
）
。

81 

こ
の
屈
折
需
要
曲
線
は

L
と
S
を
決
定
す
る
点
〉
（
r
w
p）

に
お
い
て
微
分
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
表
し
、
し
た
が
っ
て

微
分
係
数
が
異
な
る
た
め
に
導
関
数
は
不
連
続
と
な
る
。
ま

た
、
限
界
収
入
曲
線
M
R
（
図
中
の
富
岡
弘
お
よ
び
冨
河
口
）

H

F
＋
約
切
で
あ
り
、
限
界
費
用
曲
線
M
C
が
こ
の
不
連

続
部
分
を
通
る
限
り
L
も
S
も
同
値
に
保
持
さ
れ
て
硬
直
的

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
需
要
曲
線
が
屈
折
し
て
お

り
限
界
収
入
曲
線
M
R
が
不
連
続
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
国
際

公
共
財
の
供
給
量
お
よ
び
そ
の
獲
得
に
必
要
な
忠
誠
度
の
い

ず
れ
も
現
状
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
。

よ
り
詳
細
に
い
え
ば
、
今
こ
こ
で
仮
に
過
去
の
歴
史
的
経

験
の
学
習
的
産
物
と
し
て
冨

P
曲
線
が
富
。
N

（
増
加
）
あ

る
い
は
宮
C
（減少）

へ
変
化
し
て
も
、
屈
折
需
要
曲
線
の

お
か
げ
で
「
お
よ
び

P
と
も
に
何
ら
の
影
響
も
な
く
硬
直



的
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
公
共
財
の
需
給
両
者
の
双
方
と
も
に
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
不
満
の
量
に
変
化
は
な
く
、
安
定
化
す

る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
双
極
シ
ス
テ
ム
は
先
述
の
単
極
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
て
比
較
的
安
定
性
を
有
す
る
国
際
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

単極システムと双極システムにおける国際公共財の需給関係

加
え
て
、
現
実
の
国
際
関
係
に
お
い
て
は
、
双
極
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
二
つ
の
超
大
国
に
よ
る
国
際
公
共
財
の
供
給
は
、
単
極
シ

ス
テ
ム
の
場
合
以
上
に
、
そ
の
活
動
の
負
担
が
事
実
上
両
国
の
獲
得
す
る
利
益
に
相
当
な
圧
力
を
か
け
る
状
態
と
な
っ
た
後
に
も
、

や
は
り
一
定
期
間
は
硬
直
性
を
有
し
、
損
失
を
覚
悟
で
持
続
す
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
か
一
方
の
国
が
国
際
公
共

財
の
供
給
を
停
止
ま
た
は
減
少
さ
せ
る
こ
と
は
ラ
イ
バ
ル
国
に
対
す
る
「
敗
北
」
を
意
味
し
、
そ
こ
で
は
単
極
シ
ス
テ
ム
の
場
合
以

（叩）

上
に
、
「
経
済
の
論
理
」
を
超
え
た
「
政
治
の
論
理
」
が
決
定
的
に
重
要
な
政
策
決
定
要
素
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

4 

結

論

本
稿
で
は
、
国
際
公
共
財
の
円
滑
な
供
給
が
国
際
関
係
を
安
定
さ
せ
る
要
素
で
は
な
い
か
と
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
単
極
と
双
極

の
国
際
シ
ス
テ
ム
が
安
定
化
す
る
た
め
の
均
衡
条
件
を
論
じ
た
。

ま
ず
単
極
シ
ス
テ
ム
で
は
、
単
一
の
覇
権
国
が
国
際
公
共
財
を
供
給
し
て
諸
国
の
忠
誠
心
を
獲
得
す
る
体
制
が
安
定
化
す
る
た
め

の
条
件
を
論
じ
た
。
次
に
双
極
シ
ス
テ
ム
で
は
、
二
つ
の
超
大
国
が
国
際
公
共
財
を
供
給
し
て
諸
国
の
忠
誠
心
を
獲
得
す
る
体
制
が

安
定
化
す
る
た
め
の
条
件
を
論
じ
た
。
最
後
に
、
以
上
の
モ
デ
ル
を
図
式
化
し
て
比
較
検
討
す
る
と
、
双
極
シ
ス
テ
ム
で
は
屈
折
需

要
曲
線
に
よ
る
忠
誠
度
な
ら
び
に
供
給
量
の
硬
直
性
が
存
在
す
る
が
ゆ
え
に
、
単
極
シ
ス
テ
ム
よ
り
も
比
較
的
安
定
的
に
国
際
公
共

財
の
供
給
活
動
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

な
お
、
本
稿
の
課
題
は
、
第
一
に
、
単
極
シ
ス
テ
ム
と
双
極
シ
ス
テ
ム
の
相
互
連
動
性
の
論
理
を
明
確
化
し
、
そ
の
動
態
化
を
試

273 



み
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
覇
権
国
の
衰
退
と
挑
戦
国
の
興
隆
の
過
程
に
関
す
る
議
論
の
整
備
を
す
る
こ
と
と
、
第
二
に
、
協
力
ゲ
ー

ム
下
に
お
け
る
国
際
公
共
財
の
需
給
関
係
を
定
式
化
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
ま
た
は
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
制

度
主
義
H
国
際
協
調
主
義
の
論
理
を
同
種
の
概
念
を
用
い
て
定
式
化
す
る
こ
と
の
二
つ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
に
よ
っ
て
、
い
わ

（

U
）
 

ゆ
る
「
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
統
合
（

Z
g
l河
g
宏

g
m
3
5
2宮
）
」
の
議
論
を
よ
り
厳
密
に
定
式
化
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

274 

法学研究84巻 1号（2011

（1
）
市
場
の
均
衡
分
析
の
手
法
は
、

N
・
グ
レ
ゴ
リ
l
・
マ
ン
キ
ュ

l

（
足
立
英
之
・
小
川
英
治
・
石
川
城
太
訳
）
『
マ
ン
キ
ュ

l
経
済

学
川
」
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二

O
O
五
年
）
な
ど
の
標
準
的
な
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
テ
キ
ス
ト
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
国
際

政
治
理
論
の
概
観
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
信
夫
隆
司
『
国
際
政
治
理
論
の
系
譜
一
ウ
ォ
ル
ツ
・
コ
ヘ
イ
ン
・
ウ
ェ
ン
ト
を
中
心
と
し

て
』
（
信
山
社
、
二

O
O
四
年
）
や
石
井
貫
太
郎
『
現
代
国
際
政
治
理
論
（
増
補
改
訂
版
）
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

O
O
二
年
）
な
ど

が
有
用
で
あ
る
。

（2
）
古
典
的
な
国
際
政
治
学
の
時
代
に
興
隆
し
た
い
わ
ゆ
る
「
国
際
シ
ス
テ
ム
論
」
の
概
念
で
あ
り
、
富
－

P
同
8
E
F
旬、えぬ遺

S
弘

、、。町内

a
s
E皆
、
き

Hhsh位
、
。

S
雪．
4

ヨ－3
8《お。ロ
ω・
呂
町
斗
が
先
駆
的
な
業
績
と
し
て
名
高
い
。

（3
）

ゲ

l
ム
理
論
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
光
男
『
ゲ
l
ム
理
論
の
展
開
」
（
東
京
図
書
、
一
九
七
三
年
）
や
』
－

g
ロ
z
g
B
8
8品。・

冨
2
m
o
E
g
g－
M3営
。
ミ
ミ
の
ぬ
き
ミ
ミ
尽
S
。
遺
骨

F
E
S
F
Eロ
g
gロ
CE40叫
ω芝
司

5
ω
L宏
品
な
ど
が
有
用
で
あ
る
。
ま

た
、
「
ナ
ッ
シ
ユ
解
」
に
つ
い
て
は
、
』
・
司
・

Z
S
F
T・－
E
H，
Z
∞R
m包
巳
ロ

m
司
g
z
o
s
j
h
σ
S。
遠
足
、
昨
hpZ0・
H∞・冨】・
H
a
l
s－

5
8、』・司・

z
g
v
マ
・
＼
阿
古
邑
σ江
口

B
E
E
Z
E
Z
l同M2ω
。
ロ
の

mwB23・
M】

3
Rミ
sh判
的
応
、
忌
ぬ
弓
ミ
凡
Shtk声
。
。
忌
達
、
ミ
句
2
．’

S
R
P
Z。．

8
・
3
・怠

l
p
5
8、
』
・
司
・

Z
S
F
P＼
z
s
n。
。
宮

g
t
dゅ
の

ω
g
g
j
k
gぎ
な
ミ
ミ
ミ
常
選
ミ
雪
・

z。・

ElNW

問者－

Nglum－
5
E
な
ど
を
参
照
。

（4
）
公
共
財
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、

R
・
A
－
マ
ス
グ
レ
イ
ブ
（
大
阪
大
学
財
政
研
究
会
訳
）
『
財
政
学
一
理
論
・
制
度
・
政
治

ωωω
」
（
有
斐
閣
、
一
九
六
一
年
）
、
同
－

P
冨
g
m
E
d
o－恩師
S
3
1
な

§
F
J
E
o
d包
2
3芹一司
F
o
g－
5
3、
同
・
〉
・
冨

g
m
5
4
0

8
弘
司
・
回
・
冨

g
m
g
s
w
h
u
S
N片
足
さ
き
と
お

MJ常
。
ミ

hsh同目、
s
a
S
L同
F
a－
－
冨
の
の

54司
l
E
－－L
由主、

M
・
オ
ル
ソ
ン
（
依
田

博
・
森
脇
俊
雅
訳
）
『
集
合
行
為
論
一
公
共
財
と
集
団
理
論
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
三
年
）
、
常
木
淳
『
公
共
経
済
学
（
第
2



単極システムと双極システムにおける国際公共財の需給関係

版
）
』
（
新
世
社
、
二

O
O
二
年
）
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
国
際
公
共
財
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
大
山
道
広
「
国
際
協
調
の
経
済

学
」
（
矢
内
原
勝
・
深
海
博
明
・
大
山
道
広
編
）
『
世
界
経
済
の
ニ
ュ

l
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
（
文
真
堂
、
二

O
O
六
年
）
所
収
、
飯
田
幸

裕
・
大
野
裕
之
・
寺
崎
克
志
『
国
際
公
共
経
済
学
一
国
際
公
共
財
の
理
論
と
実
際
』
（
創
成
社
、
二

O
O
六
年
）
、
叶
・
冨
－

r
z－2
・巧－

E
各

2
ロ

2
・
J「・《
umg－
3
・
MJ君
、
。

N
E
R
N
N
r
s。
達
、
。
＼
』

uSN礼町
c
s
b
s弘、おな、一さ
HhSぬ
句
会
。
Y
E
R
S－
C
E認
可
色
々
。
同
ロ

8
・

」可。？の

S
含
g
o
w
v。。目。片岡田件。
B
色
。

g
－
ω
z
e
g・
5
a、
。
・
司
－

E
E－o
V
2
m
o
F
E
S
B色
。

g
－
E
Eゅ
の
の
。
。
含
巧
芹

Z
E

H
E
O
B
g
z
g】の。
2
3
s
g
F
k由
選
ミ

S
S
N
r
s。
遺
骨
同

s
t
s－
z。・
a
・
3
・HlHω
・
5
g、
重
本
洋
一
「
国
際
公
共
財
の
供
給
に
関

す
る
考
察
川
」
『
広
島
経
済
大
学
経
済
研
究
論
集
』
第
初
巻
4
号
、
九
七

l
一
一
八
頁
な
ど
を
参
照
。

（5
）
特
に
、
前
者
を
純
粋
国
際
公
共
財
宿
区

S
F
Z自
己
E
S己
J
E
W
の。。品

ω）
、
後
者
を
準
国
際
公
共
財
（

O
g
a
z
z
B塁
。

s
－

E
H
F
－目。。。。色
ω
）
と
し
て
区
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
自
然
環
境
の
保
全
技
術
な
ど
も
含
め
た
広
義
の
用
法
も
あ
る
。

ま
た
、
供
給
さ
れ
て
い
る
国
際
公
共
財
か
ら
受
け
る
便
益
に
見
合
う
忠
誠
度
を
外
交
政
策
に
お
い
て
示
き
な
い
国
は
い
わ
ば
「
た
だ
乗
り

回
（
司

5
0
同
E
E
m
Z
R
Z
g）
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
準
国
際
公
共
財
に
は
、
た
と
え
ば
当
該
条
約
に
加
盟
し
て
い
る
諸

国
の
み
が
そ
の
便
益
を
享
受
で
き
る
「
国
際
ク
ラ
ブ
財
（
岡
田

g
g
m
t。
ロ
色
。

zσ
の
8
含
一
排
除
性
が
高
く
、
競
合
性
が
低
い
財
）
」
や
、

地
球
環
境
や
南
極
資
源
の
よ
う
に
国
力
の
優
劣
に
よ
っ
て
そ
の
便
益
享
受
に
格
差
が
生
ず
る
「
国
際
コ
モ
ン
プ
l
ル
財
（

E
Z
B
R
Bロ・

色
。
。
B
目
。
ロ
唱
。
♀
の

g
e
一
競
合
性
が
高
く
、
排
除
性
が
低
い
財
）
」
が
考
え
ら
れ
、
特
に
後
者
は
、
そ
の
「
開
放
性
（
オ
ー
プ
ン
・

ア
ク
セ
ス
一
。
宮
口

KF22ω
）
」
と
し
て
の
性
格
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
（
叶

gmo一
色
可
え
の
。

B
E。ロ
ω）
」
を
生
起
さ
せ
や

す
い
財
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
ク
ラ
ブ
財
と
い
う
概
念
を
用
い
た
業
績
と
し
て
は
、
同
・
。
。

B
ω
g内田寸・
ω
g品目。
FM3誉
回
ヨ
営
。
ミ

ミ
同
h同町内、さ町民同窓口
Eσ
出
の
の
。
。
品

ω
g品。－
zv
の
。
。
島
少
の

mBσ
江
島
問
。
ロ
巳

40円
ω伊

丹
一
司

p
gタ
忌
∞
∞
な
ど
が
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
グ
ッ
ズ
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
い
る
業
績
と
し
て
、
同
・
同

mgYH・の
2
ロ
VO吋
m
mロ向山富・〉・
2
0
2・
0向

日

ω－－
choENMMSN吟

c
s
b
H
F
Z
B
g
z
s－
n。。唱。
s
t。
ロ
宮

p
o
N
H
a
n
g
Zミ・
0
M
r
E
C巳
2
3昨可
p
g
ω
L
S∞
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
コ
モ
ン

ズ
の
悲
劇
に
つ
い
て
は
、
。
・
同
州

W
E
E－量、『
F04勺

gmO一角田司えの。
s
s。ロ
ωJ川町－

a
s
n
F
Z。・
5
N・問者－
HN8lHN品∞・
5
8
を
見
よ
。

（6
）
司
・
〉
－

V
E
g－ω。
F
A
Z
E
3
1『

F
gミ
ぇ

E
E
W
開さ
g
島

Z
S
J
同

S．
ミ
ミ

N
r
s。
遺
骨

S
h叫’切さ芝一
p

z。・

8
・

5
E
W
同省・

ω∞吋
lω
∞
∞
の
議
論
に
よ
る
。

（7
）
国
際
政
治
経
済
学
の
中
で
、
経
済
学
的
手
法
を
駆
使
し
た
業
績
と
し
て
は
B
・

s
－
フ
ラ
イ
（
長
谷
川
聡
哲
訳
）
『
国
際
政
治
経
済
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単極システムと双極システムにおける国際公共財の需給関係

5
8
な
ど
の
議
論
を
参
照
。
ち
な
み
に
、
類
似
の
国
際
公
共
財
を
供
給
で
き
る
国
が
複
数
存
在
す
る
と
と
も
に
、
需
要
因
も
多
数
存
在

す
る
が
、
各
供
給
国
が
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
需
要
因
を
統
括
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
有
し
（
独
自
の
需
要
曲
線
を
有
す
る
）
、
し
た
が
っ
て
、
需

要
因
が
供
給
固
か
ら
要
請
さ
れ
る
忠
誠
度
が
変
化
し
て
も
即
座
に
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
へ
移
動
す
る
こ
と
が
な
い
シ
ス
テ
ム
は
「
ブ
ロ
ッ
ク
・

シ
ス
テ
ム
（
盟
。
。

w
ω
3
Z
B）
一
排
他
的
需
給
体
制
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
用
語
で
い
え
ば
「
独
占
的
競
争
市
場

（
富
。
ロ
。
旬
。
ロ
ω
立
の
の
。
宮
司
己
主
。
ロ
冨

R
W
Z）
」
に
相
当
し
、
こ
こ
で
も
「
経
済
の
論
理
」
よ
り
も
「
政
治
の
論
理
」
が
強
く
作
用
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
日
）
ネ
オ
・
リ
ア
リ
ズ
ム
統
合
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
同
・

0
・同

g
E
5・
E
t
3
Q
Sさ
と
ま

H
E
H
e
s
s札
句
官
常
、
ミ
ミ
一
開
ω
8
3

zzzgmw同
吉
ロ
包
河
己
記
目
。
ロ

ω同，
F
gミ
・
当
2
2
－04『
3
・2ω
・
5
∞
∞
や
同
・
。
・
問
。
。
何
回
包
括
w
M
M
。
さ
ミ
お
お
札

C
S応、一さき
6
s
h
M
M
h
q
H
b
N
N
E

守

C
N
S
Q
R
Nミ
ぎ
を
目
。
ロ
己
a
m
p
N
O
O
N
な
ど
を
参
照
。
ち
な
み
に
、
国
際
公
共
財
が
他
国
と
比
較
し
て
相
対
的
に
強
力
な
国
力
を

有
す
る
相
当
な
る
複
数
の
大
国
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
国
際
シ
ス
テ
ム
の
状
況
は
「
多
極
シ
ス
テ
ム
（
冨
己
巴
l
司
己
貸
勾
ω
Z
B）
」
と
呼

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
国
際
政
治
学
的
に
い
え
ば
主
要
国
に
よ
る
「
勢
力
均
衡
（
回
巳

m
g
8
え
可
。
4
3同
）
」
ま
た
は
国
際
協
調
体

制
と
同
義
と
考
え
ら
れ
、
経
済
学
的
に
い
え
ば
寡
占
市
場
に
相
当
し
、
こ
れ
が
前
者
（
非
協
力
ゲ
l
ム
）
で
あ
る
限
り
、
本
稿
で
提
示
し

た
複
占
シ
ス
テ
ム
と
同
種
の
性
質
を
有
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
多
極
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
国
際
公
共

財
は
複
数
の
大
国
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
。
ま
た
、
他
国
は
こ
れ
ら
の
大
国
の
い
ず
れ
か
よ
り
国
際
公
共
財
を
供
給
さ
れ
、
当
該
国
に
対

し
て
外
交
政
策
上
の
支
持
を
与
え
て
忠
誠
心
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
諸
大
国
は
、
自
己
の
利
益
で
あ
る
他
国
の
忠
誠
度
が
最
大
に
な
る

ま
で
国
際
公
共
財
を
供
給
し
、
そ
れ
が
他
国
の
需
要
と
一
致
す
る
点
が
利
潤
最
大
化
の
視
点
か
ら
考
え
て
最
適
な
忠
誠
心
の
度
合
い
と
な

る
（
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
用
語
で
い
え
ば
寡
占
市
場
に
お
け
る
均
衡
値
で
あ
る
）
。
こ
う
し
た
論
理
を
国
際
政
治
理
論
の
観
点
か
ら
考
え
る

と
、
そ
れ
が
排
他
的
ま
た
は
非
協
力
的
な
多
極
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
古
典
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
型
の
勢
力
均
衡
と
な
り
、
協
力
的
な
多
極
シ

ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
ま
た
は
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
型
の
国
際
協
調
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
多
極
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
国
際
公
共
財
の
供
給
が
大
国
間
の
協
力
的
な
国
際
協
調
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ン
ダ
l
ル
・
メ
カ
ニ
ズ
ム

（ピロ

e
E
冨

2
E
E
ω
自
）
」
に
基
づ
き
、
「
交
渉
（
Z
o
m
o
z巳
芯
ロ
）
」
に
よ
っ
て
費
用
負
担
の
割
合
を
決
め
て
適
切
な
供
給
が
は
か
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
が
、
や
は
り
虚
偽
の
情
報
を
提
示
す
る
た
だ
乗
り
国
の
発
生
を
完
全
に
防
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
国

連
の
よ
う
な
場
で
国
際
世
論
の
国
際
公
共
財
に
対
す
る
評
価
が
多
数
決
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
公
共
選
択
論
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（司
g
E片
ハ
U
F
O

－8）
」
の
議
論
を
援
用
し
て
考
察
す
る
と
、
「
ボ
l
エ
ン
の
投
票
モ
デ
ル
（
図
。
4
5ロ
ぱ
富
。
色
色
え
〈
。
江
田
向
）
」
に
お
け
る

「
中
位
投
票
者
仮
説
（
冨
a
E
B
〈
♀

2
国ヨ
5
5
2
E）
」
の
論
理
に
基
づ
い
て
、
そ
の
供
給
量
が
社
会
的
に
適
切
と
な
る
期
待
が
も
て

る
が
、
各
国
が
国
益
を
追
究
す
る
国
際
関
係
に
お
い
て
は
そ
の
結
果
が
必
ず
し
も
望
ま
し
い
も
の
に
な
る
と
い
う
保
証
は
な
い
。
た
だ
し
、

多
極
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
国
際
公
共
財
の
供
給
は
、
そ
の
活
動
の
負
担
が
事
実
上
供
給
国
が
獲
得
す
る
利
得
に
相
当
な
圧
力
を
か
け
る
状

態
と
な
っ
た
後
に
は
、
単
極
シ
ス
テ
ム
や
双
極
シ
ス
テ
ム
と
比
較
し
て
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
「
撤
退
」
ま
た
は
「
新
規
参
入
の
停
止
」
が

行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
政
治
の
論
理
」
に
比
べ
て
「
経
済
の
論
理
」
が
前
面
に
出
る
か
ら
で
あ
る
。
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